平成１７年８月２３日

株式会社カネカ

広報室

ＴＥＬ．０６－６２２６－５０１９

ＦＡＸ．０６－６２２６－５１０６

　　　　　　　　　　　　塩化ビニール樹脂の価格修正について
　　　　　－９月２１日出荷分より、キログラム当たり１０円以上の値上げ－

◎カネカは、原料高騰を受け、塩化ビニール樹脂（ＰＶＣ）の価格修正を行う。具体的には、現行価格に対しキログラム当たり１０円以上の値上げとし、９月２１日出荷分から実施する。対象は汎用ＰＶＣのほか塩ビペースト樹脂、特殊塩ビ等全ての品種となる。

　

◎当社は昨年２回（平成１６年２月・９月）に亘り、キログラム当たり計３０円の価格修正を行ったが、年明け以降も原油・ナフサ等の原料価格の上昇が続き、度重なる最高値の更新により、一時改善した損益も急激に悪化している。

· 原油価格の高騰は投機的な要因も考えられるが、基本的には米国をはじめ、中国等での旺盛な需要に起因しており、これから冬場にかけて需要期を迎えることから先高観が支配的となっている。

· 一方ナフサ価格は一時期アジアでの需給緩和を受けて原油価格とのリンクが崩れていたが、７月以降は原油同様に高騰を続けており、これに伴うエチレン価格の上昇は企業努力でのコスト吸収出来る限度を越えている。

◎ＰＶＣのアジア向け輸出価格も、今年５月から６月にかけ下落したものの、その後反転しており、原料価格の高騰と需要期の要因も加わって価格はさらに上昇していく気配となっている。

◎ＰＶＣの国内出荷量は、前年に比べ微減で推移している。主用途である塩ビ管分野（水道、下水道向けに使用する）での公共投資予算の減少や、市町村合併に伴う工事発注の遅れ等の影響に起因している。しかし、直近のＰＶＣ在庫は、昨年逼迫した秋需を迎えた際の、7月末在庫とほぼ同レベルにあり、全般的には設備投資や住宅着工が堅調であることから、需給バランスは引続きタイトに推移する。
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